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提言にあたって 第4グループ【地域コミュニティ分野】

たち第4グループでは、Ҭコミュニテࢲ
ィには、ொձや࣏ࣗձ、マンションといった
Ҭによるつながりと、テーマや目的、झຯ
やᅂ等でूまるつながりがあることを౿ま
͑、「時代変化に応じたҬによるつながり
の変ֵ（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」と、
「人のԑや共通の目的・テーマでのつながり
によるҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ
体、サークル、サロン）」の�つをテーマにઃ
ఆし、ٞをॏͶました。
新型コロφイルス感છの֦大は、生活
様ࣜとҬコミュニティに大きなӨڹを༩͑
ています。
Ҭコミュニティにおいては、様々なイϕ
ントやກ活動が大きく੍ݶされました。
一方で、テレワーク環境がඋされたこと
で、ॅまいとそのҬでա͝す時間が૿͑、
人々のؔ৺がҬに向くようになっています。
これまで、Ҭのॅຽやళ街等を中৺と
したொձ・࣏ࣗձが、Ҭのਗ਼や҆৺・҆
શにؔする活動の΄か、おࡇりなどのقઅ͝
とのイϕントをとおして、Ҭコミュニティ
の中৺的な役ׂを୲ってきました。
しかしながら、ொձ・࣏ࣗձでは、୲い手
の高ྸ化やݻఆ化、ॅຽやॅまいのଟ様化な
どにՃ͑、コロφՒの੍ݶもあり、「ྡۙ所の
助け合い」がますます難しくなっています。
また、ۙは、࠶։ൃにより大نなΦフ
ィス・マンションがݐઃされるなど、まちの
変化がՃ速しています。今や۠内の約�ׂの
世帯のॅまいが共ಉॅであり、マンション
には、ொձ・࣏ࣗձとの࿈携をؚめた様々な
活動をとおして、Ҭコミュニティの役ׂを

୲していくことがظされています。
そして、۠内では、૿Ճ向にあるॅຽは

もとより、ଟくの在勤者や在ֶ生なども、ଟ
様なഎܠ・価値؍のԼで、様々な形ଶと目的
のҬコミュニティ活動を行っています。
また、Ҭとのؔわりを持とうしている人・

。業・ஂ体も૿͑てきていますا
そのような中、۠内のҬコミュニティ活

動にؔする情報が人々にಧいていない、ࢀՃ
方๏がからないといった՝や、ࢀՃোน
が高い、ҬѪなどの人々のࢀՃҙཉをҭΉ
。てきました͑ݟձがগないといった՝がػ
こうした現ঢ়や՝を౿ま͑、テーマ1では

「情報ఏڙଶのڧ化」「ଟ様な人ࡐのऔりࠐ
み」、テーマ�では「ଟ様なओ体のつながりの
ൃల・ڧ化」「ҬのѪணのৢ」「活動の
場所やػձの֬อ」というࡦࢪの方向ੑをఆ
め、۩体的なऔ組についてٞしました。
あわせて、Ҭ՝のଟ様化、複ࡶ化によ

り、行のର応ൣғがൣにٴんでいる中、
そのղ決には、行（۠、職һ）、Ҭコミュ
ニティ活動の֤छओ体（֤छの組৫・ஂ体、
ಇڠ・に࿈携ޓ人）がパートφーとして૬ݸ
してऔり組Ή必要があることを֬࠶ೝし、活
動ओ体をओޠとした「ࢀըとڠಇ」について
もٞしました。
このఏݴがج۠ߓຊܭըに映され、۠ߓ

にؔわるあらゆる人々がつながりを持ち、ݽ
立することなく҆৺してա͝すことのできる
「;るさと」と͑ࢥるまちになっていくことを
。っていますئ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
มԽʹԠͨ࣌͡
ҬʹΑΔͭ ͳ͕Γͷม
ʢֵொձɾࣗ ձɺマ࣏
ϯγϣϯʣ

•ொձ・࣏ࣗձの情報ൃ信のࢧԉ
•ଟ様な人ࡐをつな͙ためのࢧԉ

ʲςʔマ�ʳ
ਓͷԑڞ௨ͷ
తɾςʔマͰͷͭͳ͕
ΓʹΑΔҬͷੑ׆
Խʢ/10ɺϘラϯςΟ
ΞஂମɺαʔΫϧɺα
ϩϯʣ

•つながるػձのॆ実
•ҬのѪணのৢɹ
•活動の場所やػձの֬อ

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「地域に関わるあらゆる人たちがつながり皆で支え合い、安心して過ごせて、愛着を持て

る、ふるさとと思えるまち」
とؔ۠ߓでಇく人をؚめた۠ߓはҬ͝とに特৭を持っており、۠ຽのみならず۠ߓ
わりを持っている人々が、それͧれの立場をଚॏし、つながり、͑ࢧ合うコミュニテ
ィのある、Ѫணを持てるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
再開発の加速
։ൃにうマンション等の૿Ճにより、సೖ者が૿Ճしているが、Ҭコ࠶では۠ߓ・
ミュニティのࢀըがेに得られていない。
・ີݩணのళなどがҬコミュニティの一ཌྷを୲ってきたが、࠶։ൃにより、そう
したళがݮগしている。

新型コロナウイルス感染症の拡大
・在ॅ者は、Ҭでա͝す時間が૿Ճしたことで、ࡂやࢱなどҬࣾձのؔ৺が
高まっている。
・イϕントࣗॗにより、ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合のҬ活動やກ活動が੍
。されているݶ
・新しい生活様ࣜにより、۠外からの通勤者がݮগし、Ҭのا業、在勤者とொձ・ࣗ
。গしたݮձとの接が࣏
・SNSやΦンラインの利用が活ൃ化し、コミュニέーションの方๏がଟ様化している。
。化しているࠁ立がਂݽ世帯の૿Ճやそれにう人々のځ済格差が助され、生活困ܦ・
住民の多様化
・マンションの૿Ճなど、まちのߏが変化することで価値؍がଟ様化し、Ҭコミュ
ニティにおいては、従来のようなྡۙ所の助け合いが難しくなっている。
・現役世代の୯者、୯の高ྸ者、高ྸ者Ո、外ࠃ人、-G#T2など、ॅຽやՈ
。のଟ様化がਐんでいるߏ

時代変化に応じた地域によるつながり
の変革（町会・自治会、マンション）1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
○情報提供態勢の不足
・ொձ・࣏ࣗձの情報が、طଘのॅຽやసೖ者、在勤者などにಧいていない。
・デジタルにೃછみがないことから8&#ൃ信のϋードルが高く、8&#を通じた情報
ൃ信がされていないこと。
・ൃ信されていてもその情報量と内容がेでないこと。
□参加障壁
؍ఆされた先ೖݻձにରする࣏ࣗ・ଘのॅຽやసೖ者、在勤者などの中には、ொձط・
を持っている人もଟく、また、一෦のொձ・࣏ࣗձでは新たな୲い手にରして͑ߏて
しまうことがあり、ࢀՃするϋードルを上͛てしまっている。
・ொձ・࣏ࣗձではܧޙ者ෆによる୲い手のݻఆ化や役һの高ྸ化がਐんでいるため、
生活様ࣜのҟなるएやసೖ者との接やҙݟ等をくみ上͛る仕組みがない。
・高ྸ者やੲからॅんでいる人たちを中৺とした活動になら͟るを得ない。

 4　施策の方向性
○情報提供態勢の強化
・సೖ時における۠からのհやொձࣔܝ板等これまでのൃ信ではऔりࠐめなかったط
ଘのॅຽやసೖ者、在勤者などのにରして、ொձ・࣏ࣗձから、8&#を通じた情報
ఏڙをڧ化する。
□多様な人材の取り込み
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合がए者や現役世代などଟ様な人ࡐと接を持てる
ようにࢧԉする。

テーマ 1 　時代変化に応じた地域によるつながりの変革（町会・自治会、マンション）
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 5　具体的な取組
○町会・自治会の情報発信の支援
・インターネットが情報औ得のओ要手ஈとなっている世代等にରして、ϗームϖージや
SNS等でொձ・࣏ࣗձが情報ఏڙできるようにࢧԉする。
・ொձ・࣏ࣗձのັྗあるコンテンπをఏڙする。
□多様な人材をつなぐための支援
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合とଟ様な人ࡐが接を持てるػձ・きっかけͮく
りをࢧԉする。
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合とଟ様な人々をつな͙中間ࢧԉ組৫をࢧԉする。
・ॅຽಉ࢜のつながりの必要ੑのൃܒなどマンション内のコミュニティの形・ڧ化、
リーμーのҭ、マンション管理組合とொձ・࣏ࣗձをつな͙人ࡐのҭをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
○区民や在勤者のプロボノ
۠ຽ・在勤者がそれͧれ仕事などでഓった専門的なスキルや知識を生かして、情報ఏ
。Ճするࢀ化などにؔする۠のプロジΣクトにڧのڙ
○町会・自治会からの情報提供
ொձ・࣏ࣗձからՃೖについての情報やொձ・࣏ࣗձが行っている活動内容の情報を
ఏڙする。
□中間支援
中間ࢧԉ的な役ׂをՌたしている組৫と۠がڠಇする。

テーマ 1 　時代変化に応じた地域によるつながりの変革（町会・自治会、マンション）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「港区に関わるあらゆる人が協働することでつながり、誰もが安心して憩える居場所があ

る包容力のあるまち」 
۠ຽのみならず۠ߓでֶͿ人・ಇく人をؚめた۠ߓとؔわりを持っている人々が、お
ಇしながら、୭にとってもཔれるڠいの立場を理ղし、共通の目ඪやՌに向けてޓ
場所、҆৺してू͑る場所、間ޱがくෑډがい場やػձのあるแ容ྗのあるまち
をめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症の拡大
・在ॅ者は、Ҭでա͝す時間が૿Ճすることで、ࡂやࢱなどҬࣾձのؔ৺が
高まっている。
・新型コロφイルス感છ֦大ࢭにより、人のԑや共通の目的・テーマでつながっ
たஂ体の活動もॖ小し、ର面ػձがݮগした。
・SNSやΦンラインの利用が活ൃ化し、コミュニέーションの方๏がଟ様化している。
。化しているࠁ立がਂݽ世帯の૿Ճやそれにう人々のځ済格差が助され、生活困ܦ・
住民・在勤者の多様化
・現役世代の୯者、୯の高ྸ者、高ྸ者Ո、外ࠃ人、-G#T2など、ॅຽやՈ
。のଟ様化がਐんでいるߏ
。業、大使ؗがଘ在し、ଟ様な人々が活動しているاにはଟくの۠ߓ・
・ॅຽのଟ化により、らし方や価値؍がଟ様化し、ݸผ・ݸ人の時代と変化して
いる。

人の縁や共通の目的・テーマでのつなが
りによる地域の活性化（NPO、ボランテ
ィア団体、サークル、サロン）2

テーマ
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 3　実現に向けた課題
○つながりを作る機会が少ない
・活動ஂ体等の情報がগなく、可ࢹ化されていない。
・Ҭとؔわりを持ちたいと͑ߟている人やا業・ஂ体もあるが、どのようにؔわれ
いいかがからない。
・マッνングするଆ、されるଆ、方の情報ෆによって、ݸ人間、ஂ体間、ݸ人とஂ
体がつながらない。
□地域への関心・愛着を深める機会が少ない
・Ҭのັྗがेにൃ信されておらず、ೝ識されていない。
・Ҭのؔ৺・Ѫணをਂめるػձがগないことで、Ҭのために時間を使うという動
につながらず、Ҭ活動において、ॅຽや在勤者等の能ྗがेに活用されていなػ
いঢ়گにある。
◇活動の場所や機会の不足
・۠༗ࢪઃは利用目的が合கしないと利用できないࢪઃがଟい。
・面നいऔ組をしようとしてもूまる場所がෆしている。
・人のԑや共通の目的・テーマでつながっているطଘコミュニティの活動は、新نにࢀ
Ճするࡍのϋードルが高く、डけの人やແ理のないൣғでؔわっていこうという人
がೖりやすい場がগない。

 4　施策の方向性
○多様な主体のつながりの発展・強化
N10・ボランティアஂ体・サークル・サロン、ொձ・࣏ࣗձ、ا業、۠（行）それ
ͧれが持っているڧみを生かせるように、つながりをൃల・ڧ化する。
□地域への愛着の醸成
Ҭやஂ体のັྗൃ信、共༗をとおして、ڵຯ・ؔ৺、ҬのѪணをҾき出し、コ
ミュニティのࢀըをଅす。
◇活動の場所や機会の確保
۠内にあるݯࢿを活用し、Ҭશ体で活動の場を創出、֬อし、ࢀՃしやすい場ͮく
りをࢧԉする。

テーマ 2 人の縁や共通の目的・テーマでのつながりによる地域の活性化（NPO、ボランティア団体、サークル、サロン）
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テーマ 2 人の縁や共通の目的・テーマでのつながりによる地域の活性化（NPO、ボランティア団体、サークル、サロン）

 5　具体的な取組
○つながる機会の充実
・ϋϒになる人ࡐやஂ体、手って΄しい内容など、マッνングに必要な情報ఏڙをڧ
化し、間ޱを͛る。
・Ҭ活動ஂ体、在ॅ者や在勤者をつな͙プラットフォームの活用をଅਐする。
・N10、Ҭ活動ஂ体、ا業などのつながりをࢧԉする。
。化につながる情報ൃ信をଅਐするࢹಇして、Ҭ活動の可ڠ業等とا・
□地域への愛着の醸成　
・Ҭの人ࡐ等を活用して、よりଟくの在ॅ者・在勤者にҬのことをਂく知ってもら
うऔ組を行う。
。からҬのັྗをൃ信するޱをଊ͑、様々なりຯ・ؔ৺、झຯ・ᅂڵ人のݸ・
◇活動の場所や機会の確保
。ઃをҬஂ体の活動場所として活用できる仕組みをつくるࢪଘのຽ間ط・
・様々な人に門ށを։きଟ様な形でのؔわりが可能な場ͮくりをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
○プラットフォームの活用
Ҭの人・ஂ体のࣗओ的な行動として、Ҭ活動ஂ体、在ॅ者や在勤者をつな͙プラ
ットフォームを活用する。
○積極的な意見交換
在ॅ者・在勤者等と۠が、Ҭコミュニティの՝について、ੵۃ的にҙݟ交する。
□地域からの魅力発信
Ҭの人やا業等もੵۃ的にҬのັྗについてൃ信する。
◇参加しやすい団体運営
間ޱがくෑډがい、様々な人がଟ様な形でؔわることができるஂ体のӡӦをする。
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】



開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月11日（火）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月26日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変
ֵ（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月16日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながり
によるҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サーク
ル、サロン）」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月30日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճٴͼ第�ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月7日（水）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月21日（水）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴ内容の֬ೝ
テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」について
テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」について

ୈ�ճ 令和5年1月11日（水）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴ内容の最ऴ֬ೝについて
テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」について
テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」について

╚ ఏࣜݴについて
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